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新議員14名決定
新執行部、議会体制整う新執行部、議会体制整う

副
町
長　

松
本　

篤
（
片
城
）

副
町
長　

松
尾
俊
男
（
安
田
）

安 井 信 之（池田）

谷 　 康 男（坂手）

大 川 新 也（神懸通） 森 口 久
ひさ

士
お

（蒲野）

森 　 　 　 崇（木庄）

松 下 　 智（西村）

藤 本 傳
ただ

夫
お

（池田）

中 松 和 彦（苗羽）

柴 田 初 子（室生）

坂 口 直 人（福田）

　

昭
和
52
年
か
ら
内
海
町
職
員
。

企
画
財
政
課
長
、
企
画
振
興
部

長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
25
年
4

月
か
ら
平
成
26
年
4
月
ま
で
政

策
統
括
監
。

　

昭
和
54
年
か
ら
内
海
町
職
員
。

企
画
財
政
課
主
幹
、
税
務
課
長

な
ど
を
歴
任
。
平
成
24
年
1
月

　

4
月
28
日
、
町
議
会
議
員
選
挙
後
初
議
会
と
な
る
臨

時
議
会
が
召
集
さ
れ
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
各
常
任
委

員
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
町
長
に
松
本
篤
氏
、
松
尾
俊
男
氏
が
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
、
町
の
執
行
体
制
が
整
い
ま

し
た
。

新
議
員

新
議
員
1414
人
の
顔
ぶ
れ

人
の
顔
ぶ
れ副議長 議　長

か
ら
平
成
26
年
4
月
ま
で
健
康

福
祉
部
長
。
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委
員
会
等
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

浜 口 　 勇（橘） 中 村 勝 利（安田） 鍋谷真由美（西村） 秋 長 正 幸（馬木）

　

4
月
29
日
、
昭
和
の
日
に
、
春
の
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
、
地
方

自
治
功
労
で
八
木
壮
一
郎
さ
ん
が
旭
日
小
綬
章
、
三
木
長
太
郎
さ

ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

三
木
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
か

ら
30
年
の
永
き
に
わ
た
り
旧
内

海
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、

こ
の
間
、
昭
和
58
年
か
ら
昭
和

62
年
に
は
同
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
、
平
成
7
年
か
ら
平
成

11
年
に
は
同
議
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
木
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
か

ら
旧
池
田
町
議
会
議
員
、
昭
和

59
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
旧
池

田
町
長
、
平
成
11
年
か
ら
平
成

13
年
ま
で
は
香
川
県
町
村
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
小
豆
島
ふ
る

さ
と
村
の
建
設
や
旧
内
海
町
と

旧
池
田
町
を
合
併
に
導
か
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

三木長太郎さん（安田） 八木壮一郎さん（池田）

春
の
叙
勲

晴れの
栄誉

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

常
任
委
員
会

　

総
務
建
設　

　

◎
谷
康
男
、
○
松
下
智
、
浜

口
勇
、
中
村
勝
利
、
森
口
久

士
、
森
崇
、
藤
本
傳
夫

　

教
育
民
生　

　

◎
安
井
信
之
、
○
中
松
和
彦
、

秋
長
正
幸
、
鍋
谷
真
由
美
、

柴
田
初
子
、
大
川
新
也
、
坂

口
直
人

議
会
運
営
委
員
会

　

◎
秋
長
正
幸
、
○
谷
康
男
、

浜
口
勇
、
安
井
信
之
、
松
下

智
、
中
松
和
彦

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合

　

森
口
久
士
、
大
川
新
也
、
中

村
勝
利
、
秋
長
正
幸
、
安
井

信
之
、
谷
康
男

土
庄
町
小
豆
島
町
環
境
衛

生
組
合

　

森
口
久
士
、
大
川
新
也
、
秋

長
正
幸
、
安
井
信
之
、
谷
康

男
伝
法
川
防
災
溜
池
事
業
組

合
　

谷
康
男
、
安
井
信
之

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会

　

安
井
信
之

小
豆
医
療
組
合

　

森
口
久
士
、
大
川
新
也
、
秋

長
正
幸
、
安
井
信
之
、
藤
本

傳
夫
、
谷
康
男

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

◎
大
川
新
也
、
○
森
崇
、
谷

康
男
、
松
下
智
、
中
松
和
彦
、

坂
口
直
人

※
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

　

臨
時
議
会
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
各
委
員
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

監
査
委
員

　

石
田
良
行
、
藤
本
傳
夫

教
育
委
員
会
委
員

　

熊
坂
泰
忠
、
黒
木
治
夫

選
挙
管
理
委
員

　

伊
藤
雄
康
、
中
山
知
子
、
大

下
諮
、
真
砂
清
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【小豆島町エリア】

「アート小豆島・豊島2014」のお知らせ「アート小豆島・豊島2014」のお知らせ
　「海の復権」をテーマに昨年開催された瀬戸内国際芸術祭2013では、小豆島・豊島においても、アー
トを通して地域・世代・分野を超え、人々の集う場が数多く生まれました。
　今もなお、各地域では、瀬戸内国際芸術祭のコンセプトのもと、島内外アーティストや人々との交流
が、人と人、島と島をつなぎ、瀬戸内の未来を拓く希望の島を目指した取り組みを進めています。
　小豆島・豊島では、芸術祭でアーティストによって発掘された、島の魅力や価値、アイディアを引き
継ぎ、またこれまで紡いできた「関係」をさらに深めていくために土庄町・小豆島町・（一社）小豆島
観光協会の共催により「アート小豆島・豊島2014」を展開いたします。
　「アート小豆島・豊島2014」では、瀬戸内国際芸術祭2013の既存作品等の継続展示や、様々なワーク
ショップやイベントの実施をはじめ、農村歌舞伎や太鼓まつりなど各地域が持つ特有の文化や伝統を大
切に、それぞれの地域の特色を生かしたアートを展開し、地域の活性化を目指します。そして、2016
年の次回瀬戸内国際芸術祭開催に向け、活動をつなげていきます。
　「アート小豆島・豊島2014」の詳しい内容につきましては、今月号の折込みリーフレットをご参照く
ださい。

【中山地区】

【醤の郷・坂手地区】

【三都半島】

【福田地区】

　中山地区では、農村歌舞伎など伝統的な資
源をいかしながら、アートで癒しの空間づ
くりに取り組んでいます。竹でできた大きな
ドーム「小豆島の光」が中山千枚田の中に佇
みます。

　醤の郷と坂手地区では、7月19日㈯から9
月15日㈪までの2か月間、「醤の郷＋坂手港
プロジェクト」と題し、イベントやワーク
ショップを数多く展開していきます。

　三都半島では、8月2日㈯から31日㈰まで
「小豆島アーティスト・イン・レジデンス」
招へい作家による、作品の展覧会を行いま
す。その素朴な自然や人々の営みに寄り添う
ように、地道にアートの取り組みを進めてい
ます。

　福田地区では、福武ハウスを中心にアジア
のアーティストが地元と協働し、滞在制作し
た作品を夏から秋にかけて公開します。併せ
て「葺田パヴィリオン」周辺でも「福田アジ
ア食堂」や新たな展開を予定しています。

小豆島の光／ワン・ウェンチー（王文志）
夕焼けハウス：言語が宿る
家／ジェームズ・ジャック

葺田パヴィリオン／西沢立衛photo:Yoshiro Masuda
Umaki camp／ドットア
ーキテクツ　　　　　　

photo:Kimito Takahashi
花寿波島の秘密／吉田夏奈

福武ハウス／福田アジア食堂photo:Hideki Hamada
ANGER from the Bottom
／ビートたけし×ヤノベケンジ
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
炭
疽
病

　

炭
疽
病
菌
は
、
温
度
が
上
が

り
湿
度
が
高
く
な
る
と
、
菌
の

密
度
が
上
が
っ
て
発
病
し
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
菌
の
密
度
が
上

が
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
に

は
、
梅
雨
の
前
後
の
防
除
が
た

い
へ
ん
重
要
で
す
。
6
月
の
上

旬
と
下
旬
の
２
回
、
ペ
ン
コ
ゼ

ブ
水
和
剤
の
６
０
０
倍
液
を
樹

全
体
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雨
の
多
い
時
期
に
散

布
す
る
時
は
、
展
着
剤
の
ア
ビ

オ
ン
―
Ｅ
（
1
０
０
０
倍
）
を

加
え
る
と
、
付
着
性
と
耐
雨
性

が
高
ま
り
ま
す
。

②
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム
シ

　

６
月
は
成
虫
の
密
度
が
最
も

高
く
な
る
時
期
で
す
。
2
回
目

の
防
除
と
し
て
、
ア
デ
ィ
オ
ン

水
和
剤
２
０
０
０
倍
を
樹
全
体

に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

③
夏　

肥

　

開
花
期
が
終
わ
り
、
幼
果
が

急
激
に
大
き
く
な
る
時
期
で

す
。
下
旬
に
は
夏
肥
を
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

④
雑
草
管
理

　

雑
草
を
放
置
す
る
と
病
害
虫

の
生
息
場
所
に
な
り
ま
す
の
で
、

梅
雨
の
前
ま
で
に
除
草
し
ま
し

ょ
う
。
暑
く
な
り
き
つ
い
作
業

で
す
の
で
、
株
の
周
囲
か
ら
優

先
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
て
生

産
の
拡
大
を
考
え
て
い
る
農
業

者
や
新
規
就
農
者
の
方
を
対
象

に
、
次
の
よ
う
な
支
援
制
度
が

あ
り
ま
す
。

 

○
再
生
利
用
活
動
に

　
　
　
　
　
　

対
す
る
支
援

①
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
、

深
耕
、
整
地
、
土
壌
改
良
等
）

●
荒
廃
の
程
度
に
応
じ
、
7.5
万

円
／
10
ａ

●
荒
廃
の
程
度
が
大
き
く
重
機

等
を
用
い
て
行
う
再
生
作
業

の
場
合  

補
助
率
3
／
4
以

内
②
営
農
定
着
（
作
物
の
作
付
け
）

　

2.5
万
円
／
10
ａ

※
た
だ
し
、
経
営
所
得
安
定
対

策
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い

作
物

○
対
象
農
地

　
・
耕
作
放
棄
地
で
、
再
生
後
、

５
年
以
上
耕
作
す
る
者
が
確

保
さ
れ
て
い
る
農
地

○
申
請
期
限  

6
月
20
日
㈮

  

詳
し
く
は
、
農
林
水
産
課
農

林
水
産
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
７
５
―
１
９
０
０

　

農
地
の
仲
介
を
し
て
、
遊
休

地
の
解
消
や
経
営
規
模
の
拡

大
、
耕
作
地
の
集
約
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
公
益
財

団
法
人　

香
川
県
農
地
機
構
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
人
と
農
地

を
借
り
た
い
、
ま
た
、
農
地
を

ま
と
め
て
効
率
化
を
図
り
た
い

農
業
者
の
方
を
町
農
業
委
員
会

と
協
力
し
て
農
地
の
貸
し
借
り

を
推
進
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
左
記

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産

課
内
）

　

☎
７
５
―

１
９
０
０

　

公
益
財
団
法
人
香
川
県
農
地

機
構

　

☎
０
８
７
―
８
３
１
―
３
２
１
１

農
地
を
貸
し
た
い
方
・

農
地
を
貸
し
た
い
方
・

借
り
た
い
方

借
り
た
い
方

耕
作
放
棄
地
の
再
生

耕
作
放
棄
地
の
再
生

利
用
を
支
援
し
ま
す

利
用
を
支
援
し
ま
す

カセットボンベやスプレー缶のカセットボンベやスプレー缶の
適切な廃棄方法に適切な廃棄方法に

ご協力をお願いします！ご協力をお願いします！

　カセットボンベやスプレー缶は
中身が残ったまま出すと、ゴミ収
集時にガスが漏れ、爆発や火災の
原因になります。事故防止のため、
適切な処理をお願いします。

≪捨て方≫　
　　廃棄する時は、必ず中身を使
い切り、ガス抜きを行ってガス
がなくなったことを確認した後、
指定袋に入れ燃えないゴミとし
て出してください。

≪注意点≫　
　　ガス抜き作業は、火の気のな
い風通しのよい屋外で行ってく
ださい。

　　ガスを抜いた後のカセットボ
ンベやスプレー缶は火の気の近
くは避け、風通しのよい屋外で
保管してください。

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温 浴 健 康 教 室 の ご 案 内

日　程 送　　迎　　地　　区

６月５日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・坂手・古江・
堀越・田浦

６月12日 西村・草壁・安田・橘・当浜・岩谷・福田・
吉田

６月26日 室生・二面・吉野・蒲野・神浦
※６月19日はお休みします。
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038
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小
豆
島
が
都
会
で
あ
り
、
い
か

に
豊
か
で
、
暮
ら
し
や
す
い
島

で
あ
っ
た
か
を
示
す
デ
ー
タ
だ

と
思
い
ま
す
。
廻
船
問
屋
「
傳

右
衛
門
」
は
、
小
豆
島
が
、

日
本
の
海
運
を
担
い
、「
小
豆

島
が
最
も
輝
い
た
日
々
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。 　

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
契
機

に
し
て
、
小
豆
島
は
今
、
再
び

輝
き
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い

る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
を

克
服
す
る
新
し
い
社
会
の
モ
デ

ル
を
創
り
出
し
、「
希
望
の
島
」

に
小
豆
島
が
な
る
と
い
う
、
こ

の
建
物
に
込
め
た
西
崎
さ
ん
の

願
い
を
是
非
と
も
実
現
し
た
い

も
の
で
す
。　
（
４
月
25
日
掲

載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
田
姫
路
航
路
に
新
造
船

フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
ま
す
。
第

五
お
り
い
ぶ
丸
で
す
。
小
豆
島

急
行
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
皆

さ
ん
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
く
、
感
謝

に
た
え
ま
せ
ん
。 　

　

ま
る
で
近
く
公
開
さ
れ
る
映

画「
瀬
戸
内
海
賊
物
語
」の
シ
ー

ン
を
見
る
よ
う
で
す
。「
海
の
復

権
」を
テ
ー
マ
に
し
た
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
理
念
が
こ
こ
に
実

現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　

福
田
は
も
と
も
と
石
切
丁
場

が
あ
り
、
石
の
積
出
港
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
34

年
よ
り
姫
路
と
結
ぶ
客
船
が
運

航
さ
れ
た
の
が
今
の
航
路
の
始

ま
り
で
す
。
小
学
生
の
こ
ろ
、

そ
の
客
船
に
乗
っ
て
姫
路
城
見

学
の
遠
足
に
い
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。 　

　

そ
の
福
田
に
、
昨
年
「
福
武

ハ
ウ
ス
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

旧
福
田
小
学
校
の
校
舎
を
利
用

し
て
、
ア
ジ
ア
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
現
代
ア
ー
ト
の
創
作
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

福
田
小
学
校
に
隣
接
す
る
葺

田
神
社
の
境
内
に
、
世
界
的
な

建
築
家
の
西
沢
立
衛
さ
ん
が
、

「
葺
田
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
」
と
い

う
、
二
枚
の
鉄
板
で
新
し
い
空

間
を
創
り
出
し
ま
し
た
。 

福

田
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
再
び
活
気

を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 　

　

今
回
、
新
造
船
だ
け
で
な
く
、

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
新
築

さ
れ
ま
し
た
。
廻
船
問
屋
「
傳

右
衛
門
」
と
名
付
け
ら
れ
た
建

物
で
す
。

　

小
豆
島
は
、
海
が
交
通
の
中

心
だ
っ
た
こ
ろ
、
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
日
本

全
体
の
人
口
が
約
３
０
０
０
万

人
だ
っ
た
江
戸
時
代
の
こ
ろ
、

小
豆
島
の
人
口
は
今
と
同
じ
約

3
万
人
で
し
た
。 　

　

日
本
の
千
人
に
一
人
が
小
豆

島
の
人
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

　
『
小
豆
島
が
最
も
輝
い
た
日
々
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.41

「小豆島が最も輝いた日々」をイ
メージした廻船問屋「傳右衛門」

　

小
豆
島
は
、
香
川
県
の
食
品

産
業
の
集
積
地
で
あ
り
ま
す

が
、
オ
リ
ー
ブ
以
外
に
つ
い
て

は
出
荷
額
の
減
少
が
続
き
苦
戦

し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

小
豆
島
町
並
び
に
香
川
県
が

実
施
し
た
国
内
最
大
消
費
地
で

あ
る
首
都
圏
で
の
認
知
度
調
査

結
果
か
ら
、
オ
リ
ー
ブ
以
外
、

醤
油
お
よ
び
素
麺
は
低
く
、
佃

煮
は
さ
ら
に
低
い
も
の
で
し
た
。

　
「
食
品
」
は
、
消
費
者
が
手

に
し
て
、
食
し
て
も
ら
わ
な
い

と
購
買
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
活
用
を
通
じ

て
、
国
内
外
の
人
達
に
、
小
豆

島
を
知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も

ら
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

消
費
者
は
、
価
値
を
認
め
た

も
の
に
は
、
対
価
を
払
う
傾
向

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
が
、
自
然
や
観
光
に
つ
い
て

も
同
様
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
関
連
事
業
の
活

用
は
、
小
豆
島
ブ
ラ
ン
ド
化
の

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

観
光
と
産
業
と
人
口
は
、
三

位
一
体
で
あ
り
、
島
民
と
島
出

身
者
と
の
絆
（
ふ
る
さ
と
小
豆

島
）
を
深
め
、
お
も
て
な
し
の

精
神
で
島
外
の
人
達
と
の
人
的

交
流
を
進
め
る
更
な
る
努
力
が

不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

「
も
っ
と
小
豆
島
の
資
源（
ヒ
ト
、
自
然
、
文
化
等
）の
活
用
を
！
」

　
　
　
　

小
豆
島
町
地
域
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

太　

田　

泰　

弘
大勢の人々で賑わう醤の郷



2014.67

Vol.23Vol.23

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

二
生
公
民
館
で
は
、「
オ
リ
ー

ブ
を
用
い
た
健
康
・
長
寿
の
島

づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
出
前
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
塩
蔵
を

使
っ
た
献
立
で
、
一
回
の
教
室

に
4
〜
5
品
作
り
ま
す
。
簡
単

に
作
れ
る
も
の
、
保
存
の
利
く

も
の
な
ど
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い

で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
も
と

て
も
好
評
で
す
。

　
「
料
理
は
食
材
の
命
を
い
た

だ
く
ん
や
か
ら
、
大
事
に
使
わ

な
い
か
ん
よ
。」
こ
れ
は
昨
年

度
の
料
理
教
室
で
の
先
生
の
言

葉
で
す
。
例
え
ば
、
大
根
の
皮

は
細
く
刻
ん
で
キ
ン
ピ
ラ
に
、

出
汁
を
と
っ
た
後
の
昆
布
は
緑

茶
と
醤
油
で
佃
煮
に
、
レ
モ
ン

や
み
か
ん
の
皮
は
茹
で
て
砂
糖

と
煮
て
お
い
し
い
ピ
ー
ル
が
出

来
上
が
り
ま
す
。
先
生
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
体
に
良
い

も
の
を
無
駄
な
く
調
理
し
ま
す
。

　

調
理
を
し
な
が
ら
、「
先
生
、

こ
れ
は
ど
う
す
る
ん
？
」「
味

は
こ
れ
で
え
え
ん
か
な
？
」
な

ど
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
教
室
で
す
。

調
理
の
後
、
試
食
の
と
き
に
も

「
こ
れ
は
家
で
も
作
っ
て
み
よ

う
。」「
家
で
は
こ
ん
な
使
い
方

し
よ
る
で
」
と
話
が
弾
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
家
族
の
健
康

は
食
卓
か
ら
」
と
、
一
品
で
も

多
く
オ
リ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
た

料
理
を
ご
家
庭
で
実
践
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
教
室
を
開
催

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
ど
ん
な
料
理
を
教
え

て
い
た
だ
け
る
か
楽
し
み
で
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
を
使
っ
て
家
族
の
健
康
は
食
卓
か
ら
』

　
　
　

二
生
公
民
館

主　

事

浜　

元　

和　

代

応
し
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
し
く
み
を
町
ぐ
る
み
で
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
戦
略
は
、
国
の
抱
え
る
諸
課

題
を
先
取
り
し
た
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
が
「
町
を
少
し
で
も
良

く
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
限
り
、
ど
ん
な
に

厳
し
い
環
境
に
あ
っ
て
も
地
域

は
光
り
輝
く
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　

小
豆
島
の
最
大
の
課
題
は
人

口
減
少
で
あ
り
、
ど
う
し
た
ら

こ
の
人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩

や
か
に
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
戦
略
を
六
つ

の
柱
に
整
理
し
実
践
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
当
課
が
関

係
す
る
三
つ
の
施
策
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
産
業
づ
く
り
）

　

こ
の
小
豆
島
に
は
、
伝
統
あ

る
醤
油
・
佃
煮
等
の
食
品
産
業

が
連
綿
と
息
づ
き
、
こ
れ
ま
で

地
域
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
町
の
生

命
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

地
域
と
の
競
争
や
燃
料
・
原
料

の
高
騰
等
の
厳
し
さ
を
増
す
社

会
環
境
の
中
で
、
離
島
指
定
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
国
の
活

性
化
交
付
金
を
活
用
し
た
海
上

輸
送
の
物
流
支
援
事
業
を
創
設

し
、
公
民
協
働
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
・
ア
ー
ト
総
合
戦
略
）

　

昨
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
成
功
裡
に
閉
幕

し
た
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
」
の
取
り
組
み
は
、

公
民
協
働
で
ア
ー
ト
を
通
し
て

地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
る
こ

と
で
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地

域
と
産
業
に
刺
激
を
与
え
、
地

域
社
会
そ
の
も
の
を
活
性
化
し

よ
う
と
す
る
総
合
戦
略
で
、
今

年
の
夏
も
そ
の
灯
を
灯
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

（
交
通
・
通
信
の
充
実
）

　

先
の
瀬
戸
芸
の
賑
わ
い
は
、

航
路
維
持
の
必
要
性
を
実
証
し

た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

国
・
県
の
支
援
を
強
力
に
求
め

る
と
と
も
に
、
陸
上
交
通
に
お

い
て
は
、
車
社
会
の
中
で
、
人

口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
に
対

「
公
民
協
働
で
「
希
望
の
島
」
の
実
現
を
」

　
　　　　　　　　
政
策
統
括
監
兼

企
画
振
興
部
企
画
財
政
課
長

城　
　
　

博　

史

第１回二生公民館料理教室
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や
病
気
に
か
か
る
医
療
費

○
助
成
方
法

　

県
内
の
医
療
機
関
や
調
剤
薬

局
等
に
つ
い
て
は
、窓
口
で
「
子

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

を
提
示
す
れ
ば
、
保
険
診
療
分

の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し

た
場
合
に
は
、
償
還
払
い
と
な

り
ま
す
。

　
【
償
還
払
い
】
…
医
療
機
関

等
で
一
旦
自
己
負
担
分
を
支

払
い
、
領
収
証
等
必
要
書
類

を
添
付
の
う
え
申
請
し
、
後

日
、
町
か
ら
指
定
さ
れ
た
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

○
申
請
手
続
き

　
《
現
在
、
乳
幼
児
ま
た
は
子
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
》 

　

今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
8
月
1
日
か
ら
使
用

で
き
る
有
効
期
限
を
変
更
し
た

新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
7
月

中
に
送
付
し
ま
す
。

　
《
新
た
に
対
象
と
な
る
小
学
校

　

こ
れ
ま
で
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
間
は
、

入
院
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
み

を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
の
８
月
か
ら
、
新
た
に
外
来

分
の
保
険
診
療
分
医
療
費
に
つ

い
て
も
助
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
対
象
年
齢
は
、
入

院
、
外
来
と
も
に
０
歳
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま

す
。

○
医
療
費
助
成
の
範
囲

　

8
月
1
日
以
降
の
入
院
・
外

来
診
療
分
の
う
ち
、
保
険
が
適

用
さ
れ
て
い
る
診
療
に
か
か
る

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
以
下
の
も
の
は
助
成

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
・
保
険
診
療
外
の
費
用
（
個
室

を
使
用
し
た
場
合
の
追
加
料

金
、薬
の
容
器
代
、文
書
料
等
）

　
・
高
額
療
養
費
、
食
事
療
養
費

に
か
か
る
標
準
負
担
額

　
・
学
校
で
の
事
故
や
、
第
三
者

行
為
が
原
因
と
な
っ
た
け
が

「
８
月
か
ら
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が

「
８
月
か
ら
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が

　

入
院
・
外
来
と
も
に

　

入
院
・
外
来
と
も
に

中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
す
！
」

中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
す
！
」

１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
》

　

健
康
保
険
証
資
格
確
認
の
た

め
、
申
請
が
必
要
で
す
。
6
月

中
旬
に
保
護
者
あ
て
に
お
届
け

す
る
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
登
録
申
請
書
」
を
7
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、

順
次
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を

送
付
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
登

録
申
請
書

　
・
健
康
保
険
証
（
子
ど
も
の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　
・
認
印

　
・
口
座
振
り
込
み
用
の
通
帳
ま

た
は
通
帳
の
写
し

　

現
在
、
生
活
保
護
の
受
給
者
、

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受

給
資
格
者
証
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
持

っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
そ
ち
ら

の
制
度
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、

今
回
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
先　

健
康
づ
く
り
福
祉

課
ま
た
は
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー

○
連
絡
先　

健
康
づ
く
り
福
祉

課
地
域
福
祉
係　

☎
８
２
―

７
０
３
８

　国民健康保険は、職場の健康保険などに加入
していないすべての人が、病気やけがをしたと
き安心して医療が受けられるように、普段から
国保税を出し合い、助け合う制度です。
　医療費は、皆さんが医療機関等の窓口で支払
う一部負担と国保で負担しています。
　その国保負担の財源は、国などの補助金と皆
さんの国保税で賄われていますが、医療費が
年々増加傾向にあるなか、今後も国保の健全な
運営を図っていかなければなりません。
　このため、本年４月１日に施行された地方税
法等の一部を改正する法律に基づき、平成26年
度より国民健康保険税のうち後期高齢者支援
金分の課税限度額を16万円（前年度14万円）に、

国民健康保険税の課税限度額を改正しました国民健康保険税の課税限度額を改正しました

また介護分の課税限度額を14万円（前年度12万
円）に改正しました。
　これによって、医療分（51万円）を合わせた
国民健康保険税の課税限度額の合計は81万円
（前年度77万円）となります。
　今後とも、収納率の向上や医療費の適正化な
ど、国保財政の健全化に努めてまいりますの
で、ご理解をお願いします。
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加
入
し
て
い
る
年
齢
40
歳
以

上
75
歳
未
満
の
方

　
・
小
豆
島
町
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
ま
た
は
特
定
健
康
診

査
を
受
診
さ
れ
た
方

　
・
医
療
機
関
等
へ
の
受
診
記
録

が
無
い
方

②
事
業
の
対
象
期
間

　

6
月
1
日
㈰
〜
12
月
31
日
㈬

　
【
２
】
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

　
　
　

制
度
を
実
施
し
ま
す

　

健
康
の
維
持
と
増
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
小
豆
島
町
が
実
施
す

る
「
人
間
ド
ッ
ク
」・「
特
定
健

康
診
査
」・「
が
ん
検
診
」
を
受

診
、
ま
た
は
「
健
康
教
室
」
等

へ
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
獲
得
数
に
応
じ
て
記
念

品
と
交
換
で
き
ま
す
。

①
対
象
者

　
・
小
豆
島
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
（
対
象
と

な
る
方
へ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
送
付
し
ま
す
。）

　
②
事
業
の
対
象
期
間

　

健
康
は
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん

が
い
き
い
き
と
豊
か
で
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
基
本
的

な
条
件
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
栄
養
・
運

動
・
休
養
」
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
生
涯
を
と

お
し
た
健
康
づ
く
り
を
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
、
小
豆
島
町
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
を
対
象
に
し
た
、
新
た
な
健

康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
【
１
】
医
療
機
関
等
無
受
診
の

　
　
　

方
を
褒
賞
し
ま
す

　

日
頃
か
ら
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
健
康
づ
く
り
を
実
践
す

る
こ
と
で
日
々
を
健
康
に
過
ご

し
、
医
療
機
関
等
へ
の
受
診
が

無
か
っ
た
方
へ
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

①
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
）

　
・
小
豆
島
町
国
民
健
康
保
険
に

第第
1313
回回

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜
　

6
月
1
日
㈰
〜
12
月
31
日
㈬

　
【
３
】
特
定
健
康
診
査
無
料

　
　
　

受
診
券
を
配
布
し
ま
す

　

若
い
世
代
の
頃
か
ら
、
健
康

の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

で
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
40

歳
代
の
国
民
健
康
保
険
特
定
健

康
診
査
対
象
者
の
方
へ
無
料
受

診
券
を
配
布
し
ま
す
。

①
対
象
者

　
・
小
豆
島
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
50

歳
未
満
の
方

②
事
業
の
対
象
期
間

　

6
月
1
日
㈰
〜
11
月
29
日
㈯

　
【
４
】
特
定
健
康
診
査
の
健
診

　
　
　

項
目
を
追
加
し
ま
す

　

健
康
診
査
の
「
眼
科
検
査
」

は
、
こ
れ
ま
で
検
査
の
必
要
が

あ
る
方
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
希
望
す

る
す
べ
て
の
方
が
検
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

①
対
象
者

　
・
小
豆
島
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
、
特
定
健
康
診
査
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
方

②
事
業
の
対
象
期
間

　

6
月
1
日
㈰
〜
11
月
29
日
㈯

　
【
５
】
健
康
教
室
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

日
常
の
食
生
活
を
見
直
し
、

食
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、
管
理
栄
養
士
・
保
健

師
に
よ
る
食
生
活
の
改
善
を
中

心
と
し
た
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

①
対
象
者

　
・
特
定
健
康
診
査
等
の
過
去
の

受
診
結
果
か
ら
食
生
活
の
改

善
が
見
込
め
る
方
（
役
場
か

ら
対
象
者
の
方
へ
直
接
ご
案

内
し
ま
す
。）

②
事
業
の
対
象
期
間

　

6
月
〜
平
成
27
年
３
月

健
康
づ
く
り
を実践

し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
健
康

的
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
ご
自
身
の
意
識

付
け
が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
事
業
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
・

食
生
活
な
ど
に
対
し
て
常
に
関

心
を
持
ち
、
健
康
寿
命
を
の
ば

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
事
業
の
対
象
と
な
る

場
合
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課
国

保
係
（
☎
８
２
―
７
０
３
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
事
業
を
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
項

①
応
募
資
格　

小
豆
島
町
内
に

住
所
を
置
く
小
学
生
以
上
の

方
②
標
語
の
文
字
数　

20
文
字
程

度
③
標
語
の
趣
旨　

生
活
習
慣
の

改
善
や
健
康
診
断
な
ど
、
健

康
的
な
日
々
を
過
ご
す
た
め

の
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る

内
容
の
も
の

④
募
集
期
間　

6
月
30
日
㈪
ま

で
⑤
応
募
用
紙　

小
豆
島
町
役
場

や
町
内
公
民
館
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

⑥
応
募
先　

小
豆
島
町
役
場
・

町
内
公
民
館

※
ご
応
募
の
中
か
ら
３
点
を
選

び
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
標
語
の

権
利
・
使
用
は
小
豆
島
町
に

帰
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

統
一
標
語
を

統
一
標
語
を

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

●
生
涯
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
！
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受付

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
受
給
手
当
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
受
給
し
て
い
る
ご
家

庭
に
は
、
６
月
中
旬
頃
、
届
出

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６

月
30
日
㈪
ま
で
に
下
記
提
出

場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
子
ど
も
の
養
育
状

況
を
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
大
切
な
届
で
す
。

　

提
出
し
な
い
場
合
、
６
月
以

降
の
児
童
手
当
を
受
給
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
に
受
給
し
て
い

な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
提
出
期
限　

6
月
30
日
㈪

　
（
土
日
除
く
）

○
提
出
書
類

　
・
児
童
手
当
現
況
届　
　
　

　
・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ

ピ
ー
ま
た
は
年
金
加
入
証

明
書（
厚
生
年
金
加
入
者
の
み
）

　
・
１
月
１
日
現
在
小
豆
島
町
に

住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、

前
住
所
地
の
所
得
証
明
書

○
提
出
場
所

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
、
池
田

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

○
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方

○
手
当
の
額

　
《
３
歳
未
満
の
児
童
》

　

月
額
１
万
５
千
円

　
《
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前

の
第
１
子
、
第
２
子
》

　

月
額
１
万
円

　
《
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前

ま
で
の
第
３
子
以
降
》

　

月
額
１
万
５
千
円

　
《
中
学
生
》

　

月
額
１
万
円

※
一
定
所
得
以
上
の
方
は
、
一

律
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課　

児
童

手
当
担
当

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、「
臨
時
福
祉
給

付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
申

請
の
手
続
き
や
受
付
時
期
等
に

つ
い
て
は
、
７
月
以
降
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金

　

所
得
の
低
い
方
へ
の
負
担
の

影
響
に
鑑
み
、
暫
定
的
・
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

　
　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点

で
、
小
豆
島
町
に
住
民
票
が

あ
り
、
平
成
26
年
度
町
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。

　

※
た
だ
し
、
平
成
26
年
度
町

民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
場
合
や
生
活
保
護
受
給

者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
給
付
額
】

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
円

　

※
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
な

ど
の
受
給
者
に
は
、
５
千
円

の
加
算
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金

　

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
に
、
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

　
　

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点

で
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

の
受
給
者
で
、
平
成
25
年
の

所
得
額
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
方
。

【
給
付
額
】

　

給
付
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円

※
給
付
対
象
児
童
：
給
付
対
象

者
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付

を
含
む
）
の
対
象
と
な
る
児

童
。
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
者
や
生
活
保
護
受
給
者
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ど
ち
ら
か
一
つ
の
給
付

金
で
す
。

※
申
請
先
は
、
平
成
26
年
1
月

1
日
現
在
で
住
民
票
が
あ
る

市
町
村
に
な
り
ま
す
。

※
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
て
い
る
方
で
、
事

情
に
よ
り
平
成
26
年
１
月
１

日
時
点
で
住
民
票
を
移
す
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
事
前

申
出
書
の
手
続
き
に
よ
り
、

現
在
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

支
給
の
申
請
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
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小豆島町出先機関の電話番号 ※これから4ページは取り外し、ご家庭で保存してください。

施　　　設　　　名 TEL番号 FAX番号 区　　分 所 管 課
介護サービスうちのみ（居宅介護支援） 82－7034

82－7030
介護事業 介護サービス課

介護サービスうちのみ（訪問介護） 82－7036
訪問介護ステーション 82－7035
介護サービスいけだ 75－0200 －
内 海 病 院 82－2121 82－2125
介護老人保健施設うちのみ 82－7031 82－7030
城 山 会 館 75－2082 75－2705

隣 保 館 人権対策課草 壁 会 館 82－0808 82－6545
橘 会 館 82－2015 82－7020
小豆島中学校 82－2136 82－2137 中 学 校

学校教育課

池田小学校 75－2222 75－2501

小 学 校
星城小学校 82－2011 61－2125
安田小学校 82－2012 61－2135
苗羽小学校 82－2013 61－2115
小豆島町立学校給食センター 82－1421 82－1421 給食センター
小豆島こどもセンター 75－1433 75－1435

幼稚園・保育所 子育ち共育課

星城幼稚園 82－2017 82－2017
安田幼稚園 82－2018 82－2018
苗羽幼稚園 82－2019 82－2019
橘こども園 82－4902 82－4902
福田こども園 84－2024 84－2024
内海保育所 82－3837 82－3837
池田公民館 75－0600 75－1980

公 民 館

社会教育課

池田公民館中山分館 75－0159 －
蒲生公民館 75－0007 75－0007
二生公民館 75－2167 75－2167
三都公民館 76－0262 76－0262
西村公民館 82－0201 82－0201
草壁公民館 82－0019 82－0019
安田公民館 82－0337 82－0337
橘 公 民 館 82－2015 82－7020
苗羽公民館 82－0410 82－0410
坂手公民館 82－0248 82－0248
坂手公民館世代間交流センター 82－4291 －
福田公民館 84－2812 84－2812
図 書 館 82－0291 82－0298

そ の 他
三都ふれあいセンター 76－0262 76－0262
小豆島勤労青少年ホーム 82－0201 82－0201
働く婦人の家 82－0410 82－0410
Ｂ&Ｇ海洋センター 82－5171 82－5171
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総務課

住民課 池田窓口センター

総務部　部長　空林 志郎

ＴＥＬ75－1700・FAX 75－1500　

三都出張所

坂手出張所

橘 出 張 所

草 壁 会 館 福田出張所

課　長　空林 志郎（兼）　
●庶務係…職員の人事、給与その他勤務条件など

●行政防災係… 消防・防災、自治会、選挙など

●管財係…町有財産の管理、入札や契約の適正化など

●情報管理係… 地域情報化、行政情報システムなど

長町 耕作
●地籍調査係… 地籍調査など
　平間 康久　新川　貴志

所　長（兼）清水 一彦

所　長（兼）清水 一彦

所　長（兼）
宮谷健太郎（兼）

中武 弘景
所　長（兼）清水 一彦

清水 一彦

　

所　長（兼）

●住民・衛生・人権・水道担当

●福祉・保健担当

●税務・出納担当（水道料含む）

町　長　塩田　幸雄

副町長　松尾　俊男 副町長　松本　　篤

TEL 76－0262・FAX 76－0262

TEL 82－0248・FAX 82－0248

TEL 82－2015・FAX 82－7020

TEL 84－2050・FAX 84－2061

小野　努　森　春奈　坂本 浩起

弓木 和幸　大下 かおり

出水 安則　髙橋 良雄

清水 一彦

古郷 信子

大野 洋介

濵岡 俊行

ＴＥＬ82－7003・FAX 82－5037　
ＴＥＬ82－7004・7005
ＦＡＸ82－5037　

課　長　立花 英雄 課　長　清水 一彦
●町民税係…町県民税、国民健康保険税、介護保険料、

後期高齢者医療保険料

●資産税係…固定資産の評価、固定資産税、軽自動車税

小野　和志　中井　恵　寳田 雄一朗　岡　兼弘
佐藤　敦

●戸籍住民係…戸籍・住民基本台帳、
印鑑の登録・証明、埋火葬の許可

ＴＥＬ82－7004
脊尾 香織　谷川 知佳　三木 彩可
●住民年金係…国民年金、生活保護、消費者行政、

交通安全
ＴＥＬ82－7005
鎌田 省吾　小川 正晃

中川　啓　石田 隆将　原田 ゆり

議会事務局
事務局長　三好 規弘　　鍛治 大雅

●収納係…町税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の徴収、納税証明

鍛治 泰樹　黒島 克則

人権対策課
ＴＥＬ82－7011
ＦＡＸ82－3600　

課　長　丸本　秀
●人権対策係…人権擁護の推進、町営住宅の管理

山本　睦

波田 　豊　多田 洋志　
●人権教育啓発係…人権教育啓発、男女共同参画の推進
平野 明子　谷川　潤

池田庁舎
池田保健センター

税務課 住民課

内海庁舎

内海庁舎南館

内海庁舎

出納室 ＴＥＬ82－7012・FAX 82－5037　
会計管理者　谷部 達海

ＴＥＬ82－7002・FAX 82－1120　

ＴＥＬ82－0808
ＦＡＸ82－6545　

ＴＥＬ75－0555
ＦＡＸ75－1522　

ＴＥＬ75－1100
ＦＡＸ75－0108

橘　会　館 宮谷 健太郎 ＴＥＬ82－2015
ＦＡＸ82－7020

室　長　立花 英雄（兼）
　　　　寒川 公裕　石田 裕大

●出納係… 現金等の出納・保管、会計検査、決算

収納対策室 …町税・強制徴収公債権の強制執行
非強制徴収公債権・私債権の法的手続き
（支払督促・民事訴訟の提起など）多重債務者相談

細井 知美
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企画振興部　部長　大江 正彦　 政策統括監　城　 博史

平成26年５月11日現在

企画財政課 ＴＥＬ75－1800・FAX 75－1500　
課　長　城　博史（兼）

瀬戸内国際芸術祭推進室

●企画調整係…施策の総合調整、交通政策、統計調査など

●財政係…財政計画の策定、予算編成、執行管理

●広報秘書係…広報の発行、ホームページの作成、秘書、
情報公開

相原 隆幸　黒島 康仁　藤本 彩乃

岡　亮　谷川 祐貴

大川 昭彦　間島 崇百

山下 光憲

ＴＥＬ82－7008・FAX 82－3600　

ＴＥＬ82－7007・FAX 82－7017

廃棄物の処理、合併処理浄化槽、
狂犬病の予防、環境の美化、
墓地、斎場

観光事業の振興、観光客の誘致および宣伝

観光施設の管理運営

公害、環境保全、
省エネルギー、新エネルギー

オリーブの生産振興、オリーブを活
用した地域振興

　

環境衛生課
課　長　谷本 静香
●衛生係…

古郷 勉　岡田 旭生　黒島 香代子
福長 和也　澤田 侑弥
●環境保全係…

坂東 秀一

農林水産課 ＴＥＬ75－1900・FAX 75－1522
課　長　近藤　伸一
●農林水産係…農林水産業の振興、農業委員会、

森林組合、鳥獣の保護・駆除など

●農林土木係…農林水産土木施設の管理保全、
農林施設の災害復旧、土地改良区、
土地改良事業、治山治水事業など

木村 隆志　立住 貴彦

守山 和利　竹上 秀

　

商工観光課
課　長　山本 真也

●観光係…
中川 有里　三好 貴之
●観光施設係…
細井 隆昭　笹谷 幸司

ＴＥＬ82－7018・FAX 82－7017　

　

オリーブ課
課　長　久利　佳秀
●オリーブ係…

真砂　智規　三木 彩

商工業の振興、地場産業の振興産業支援室 …
萬代 正道

池田庁舎

内海庁舎南館

オリーブナビ小豆島内

土木施設の管理・保全、町営住宅の管理、
建築確認申請、プレジャーボート

土木施設の新設・改良・修繕・災害復
旧、道路・河川・漁港・港湾・都市計
画・都市下水等に関すること

ＴＥＬ82－7009・FAX 82－3600　

　

建設課
課　長　尾田 秀範
●管理係…

川﨑 智文　橋本 奈穂子
玉垣 智久
●建設係…

三木 宜紀　岡田  誉　山本 英人
山本 貴裕

本郷 学

公園・緑地・沿道緑化の維持管理、
緑化団体の指導

●公園緑化係…

●棚田保全係…棚田の管理保全
山本 重敏　船波 哲雄「世界遺産化」対策室 …世界文化遺産登録推進
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教育長　後藤　巧

健康福祉部　部長　松尾 俊男（扱）

教育部　部長　松本 篤（扱）

健康づくり福祉課 ＴＥＬ82－7038・FAX 82－5037　

ＴＥＬ82－7034・FAX 82－7030　

課　長　楠　初美
●健康づくり係…感染症等の予防、母子保健および成人保健、

健康づくり、食育、予防接種、献血事業

●地域福祉係…福祉の町づくり、子ども医療、ひとり親家庭等の福祉、児童福祉

●障害者福祉係…心身障害児（者）の福祉、自立支援

木下 京子　井本 直子　佐治 晴美　上田 有梨
大倉 昌記

真砂 雅基　川井 梨余

●介護事業係…訪問看護、居宅介護
支援、訪問介護

黒﨑 邦光

●業務係…業務の総合調整、水道料金等の徴収・出納その他の会計事務
森　稔　肥田 成弘　山本 智加
●施設係…水道用水の供給、水道施設の維持管理
堀田 和志　三浦 健二　立住 和之

山口　淳　横山　彩　

介護サービス課

介護老人保健施設うちのみ内

内海庁舎南館

内海浄水場内

課　長　堀内　宏美　

●国保係…国民健康保険、後期高齢者医療
藤澤 明寛　片桐 三南絵

病院再編推進室 …

水道課　ＴＥＬ82－7016・FAX 82－1524

ＴＥＬ82－7014・FAX 82－1025

課　長　唐橋 幹隆　

高齢者福祉課
課　長　濵田　茂
●地域包括支援センター…　　　　高齢者の総合的な

相談・調整、介護予防・健康
づくり、予防ケアプラン

●介護保険係…介護保険・高齢者福祉

病院統合の推進

佐伯 美惠　黒﨑 優子　藤本 奈保子
八木 尚子　橋本 彩沙　松尾 泉穂

山下 善範　岡野 俊一郎

室　長　森　一生
　　　　森口 和裕　谷口 卓也　

学校教育課 ＴＥＬ82－7010・FAX 82－1025　
課　長　坂東 民哉
●学校教育係…教育委員会の会議、教育財産の管理、小学校、

中学校、学校給食

●社会体育係…社会体育、スポーツ団体の育成

森 貞二　笠井 慎二　出水 一明　仲　啓太

子育ち共育課
課　長　後藤 正樹
●子育ち支援係…幼稚園、保育所、こどもセンター、

子育ち・子育てに関する施策

平間 久子　山口 総一郎　藤本 裕美子
渚　絢

竹田　恭平

ＴＥＬ82－7006
　FAX 82－1120　

内海庁舎

社会教育課 ＴＥＬ82－7015・FAX 82－1025　
課　長　松田 知巳
●社会教育係…生涯学習、社会教育、文化財、青少年育成
小井手由香里　真砂 祐樹　窪田　佑紀　三野 有里子

島民演劇「二十四の瞳」応援室
山本　真也（併）　岡　　兼弘（併）　松尾　泉穂（併）　宮谷健太郎（併）　萬代　正道（併）　川井　梨余（併）
石田　裕大（併）　大下かおり（併）　佐藤　　敦（併）　原田　ゆり（併）　澤田　侑弥（併）　日向未沙子（併）
大倉　昌記（併）　堀田　和志（併）　橋本　彩沙（併）　三好　貴之（併）　坂本　浩起（併）　岡野俊一郎（併）
三木　彩可（併）　谷川　祐貴（併）　三野有里子（兼）　小川　正晃（併）　寳田雄一朗（併）　三木　　彩（併）　
真砂　祐樹（兼）　仲　　啓太（兼）　横山　　彩（併）　竹田　恭平（兼）　窪田　佑紀（兼）　藤本　彩乃（併）　

室長　三好　規弘（併）　



2014.615

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
か
ぜ
の
は
な
し
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

　地域の公民館で整備を進めている、テレ
ビ電話を活用した健康づくり「オリーブヘ
ルスケアシステム」が自宅でも利用できま
す。

■利用方法　貸し出された歩数計を持ち、
普段の生活で利用していただきます。自
宅に設置したシステムに、歩数や血圧、
体重などの情報を登録し、その情報をも
とに、毎月１回程度テレビ電話で、保健
師が健康相談を行い、皆さんの健康づく
りを支援します。

■対象者　町内在住の満65歳以上の方で、
島外にご家族が住む方が対象です。

■利用開始　８月～

■利用料　光回線工事費、通話料は自己負
担が必要です。テレビ電話、歩数計など
の費用は必要ありません。

■申し込み方法　下記申し込み先へご連絡
ください。

■申し込み先
　　小豆島町地域包括支援センター
　　☎82－7006

■申込締め切り　６月27日㈮

地域の公民館で整備を進めている テレ

自宅で『オリーブヘルスケアシステム』が自宅で『オリーブヘルスケアシステム』が
利用できます利用できます

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

339Kcal
　22.8ｇ
　22.1ｇ
127mg
　0.8ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

鶏むね肉
にんにく（スライス）
キャベツ（せん切り）
トマト（くし切り）
きゅうり（斜めうす切り）

練りごま
酢
砂糖
しょうゆ
豆板醤

400ｇ
１かけ
４枚
１個
１本

大さじ2
大さじ2
大さじ1
大さじ1

小さじ1/3

肉がひたる程度の水を入れ、にんにくを入れて沸騰させ
る。
①に鶏むね肉を入れ、２分ほど煮て火を止め、蓋をして
そのまま冷ます。
にんにくを取り出し、みじん切りにする。Ⓐと混ぜ合わ
せソースをつくる。
②の肉を食べやすく切り分け、キャベツ、トマト、きゅ
うりを一緒に盛り付け、③のソースを添える。

①

②

③

④

※ごまのコク、豆板醤の辛味で塩分控えめでもしっかりとした味    
付けです。

ゆで鶏の
ごまソースかけ

Ⓐ {

単
な
る
「
か
ぜ
」
で
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
症
状
を
や
わ
ら

げ
て
あ
げ
る
方
が
楽
に
過
ご
せ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
度
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

で
も
、「
か
ぜ
」
を
ひ
く
の
は

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
回
「
か
ぜ
」
を
ひ
く
た
び
に
、

そ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
が
体
の
中
で
作
ら
れ
ま
す
。

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
で
き
て
い

て
、
な
ん
と
か
寝
れ
て
、
熱
も

２
〜
３
日
で
下
が
っ
た
、
で
あ

れ
ば
、「
こ
れ
で
ま
た
一
つ
体
が

強
く
な
っ
た
」
と
、
喜
ん
で
あ

げ
て
も
い
い
く
ら
い
。
こ
う
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
強
く
育
っ

て
い
く
の
で
す
。

ま
あ
で
ご
そ
ご
そ
遊
ぶ
元
気
が

あ
る
よ
う
な
ら
、
ゆ
っ
く
り
寝

か
せ
て
あ
げ
る
方
が
得
策
。
体

温
計
の
数
字
と
に
ら
め
っ
こ
で

は
な
く
、
お
子
さ
ん
の
全
体
の

様
子
を
み
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

咳
が
ひ
ど
く
て
ゼ
ー
ゼ
ー
し

て
寝
ら
れ
な
い
と
か
、
熱
が
1

週
間
下
が
ら
な
い
と
か
、
症
状

が
長
引
い
た
り
、
日
常
生
活
に

支
障
が
で
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

　

生
後
半
年
を
越
え
た
赤
ち
ゃ

ん
、
集
団
生
活
に
入
っ
た
ば
か

り
の
お
子
さ
ん
、
の
親
御
さ
ん

を
心
配
さ
せ
る
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
罹
る
「
か
ぜ
」。

　
「
か
ぜ
」
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
は
星
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

熱
が
出
た
！
と
言
っ
て
も
、

す
ぐ
に
病
院
に
駆
け
込
ん
で
く

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
分

が
と
れ
て
い
る
、
機
嫌
は
ま
あ

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
８
月

５
日
㈫
か
ら
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
・
場
所
は
、
広

報
８
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
６

月
20
日
㈮
ま
で
に
健
康
づ
く
り

福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

検
査
内
容　

血
液
検
査
（
Ｂ
型

肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
）

対
象
者　

昭
和
50
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今

ま
で
に
医
療
機
関
や
検
診
で

血
液
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

費
用　

８
０
０
円
（
た
だ
し
、

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で

満
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
の
方
は
無
料
で
す
。）

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課　

健
康

　

づ
く
り
係

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

以ま血

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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平成26年度小豆島町スポーツ少年団一覧（順不同・敬称略）

団　体　名 競技・種目 代表者等 連　絡　先
苗羽レッドスターズ 軟式野球 明田　拓也 ☎８２－６３４０
安田ヤンキース 軟式野球 山神　洋記 ☎８２－５４８０
星 城 ク ラ ブ 軟式野球 宝来　貴光 ☎８２－５６２１
池田ファイターズ 軟式野球 木村　　勉 ☎７５－０８０３
池田サッカークラブ サッカー 川西　康雄 ☎７５－２１５７
安田こども剣道 剣　　道 大空　幸二 ☎８２－３５２８
池田剣道剣志会 剣　　道 大西　由佳 ☎７５－２９２０
誠　　信　　会 剣　　道 岡　　主弘 ☎090－1003－0650
小豆島ジュニアバレーボール バレーボール 照下　智之 ☎８２－７０２３
池田男子バレーボールクラブ バレーボール 大岡　規子 ☎７６－０３２０

　

小
豆
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
野
球
、
バ
レ
ー
な
ど

4
種
類
、
全
10
団
体
が
活
動
し
て
お
り
、
新
入
団
員
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
（
☎
８
２
―
７
０
１
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
豆
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
程　

６
月
24
日
㈫
・
27
日

㈮
・
７
月
１
日
㈫
・
4
日

㈮
・
8
日
㈫
・
11
日
㈮
・

15
日
㈫
・
18
日
㈮
・
25
日

㈮
・
29
日
㈫　
　

全
10
回

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

対
象
者　

水
泳
・
水
中
運
動
に

　

興
味
の
あ
る
成
人
女
性

定
員　

50
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

受
講
料

　

Ａ
コ
ー
ス（
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
）

　

19
時
〜
20
時

２
，５
０
０
円

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
水
泳
指
導
）　

　

20
時
〜
21
時

２
，５
０
０
円

　

Ａ
＋
Ｂ
コ
ー
ス

　

19
時
〜
21
時

３
，５
０
０
円

　

※
使
用
料
・
保
険
料
込
み

申
込
用
紙　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
・
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン

タ
ー
・
社
会
教
育
課

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
６

月
16
日
㈪
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
イ

マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
（
前
期
）
開
講

レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
（
前
期
）
開
講

日
時　

6
月
29
日
㈰

　
　
　
　

9
時
（
受
付
・
集
合
）

場
所　

小
豆
島
中
学
校
土
俵

申
込
方
法　

　

5
月
31
日
㈯
ま
で
に
出
場
申

込
書
に
ご
明
記
の
う
え
、
各

学
校
に
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

㈳
小
豆
島
青
年
会
議
所

　

☎
７
５
―
１
５
０
４

わ
ん
ぱ
く
相
撲

わ
ん
ぱ
く
相
撲

小
豆
島
場
所

小
豆
島
場
所

　認知症疾患医療センターは、認知症の方やそ
の家族が住み慣れた地域で安心して生活を送っ
ていけるよう相談や医師による鑑別診断を行う
ほか、保健・医療・福祉・介護などの各分野と
の連携のもと支援を行っていく機関です。認知
症に関して気になっていること、誰に聞けばい
いか分からないことなど、どなたでも無料でご
相談することができます。

【専門医療相談（無料）】
受付時間：月曜日～金曜日（祝祭日は除く）
　　　　　９時～17時
相談方法：来院・電話・メール　など
　※来院される場合は、事前に日時などお知ら

せください。
　※状況により、ご自宅や事務所などに相談員

が訪問することも可能です
相談内容：初診前診断・お薬について・介護相談
対 象 者：本人・ご家族などどなたでも
担当窓口：森川　宏美（精神保健福祉士）
問い合わせ先：認知症疾患医療センター
　　　　　　　（小豆島病院）
　☎75－0579（直通）
　E-mail  info@syodoshima-hp.jp
　HP add http://www.syodoshima-hp.jp

小豆島町に認知症疾患医療センター小豆島町に認知症疾患医療センター
が開設されていますが開設されています

認知症疾患医療センター
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5
月
25
日
㈰
か
ら
6
月
15
日

㈰
に
か
け
て
、
中
山
ホ
タ
ル
の

里
の
ホ
タ
ル
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、

期
間
中
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
一
粒
の
種
が
ガ
イ
ド
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
観
察
も
で
き
ま
す
の
で
、

鑑
賞
・
観
察
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

一
粒
の
種　

事
務
局　

安
井

　
☎
０
９
０
―
４
５
０
７
―
２
１
５
５

中
山
ホ
タ
ル
の
里
で

中
山
ホ
タ
ル
の
里
で

ホ
タ
ル
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

ホ
タ
ル
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

宵
闇
に
お
ぼ
ろ
に
見
え
て
桜
花
香
も
溢
れ
つ
つ
時
の
過
ぎ
ゆ
く

堀
内　

実
男

森
ひ
と
つ
潰
し
て
二
台
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
オ
リ
ー
ブ
畑
に
化
し
て
し
ま
へ
り

伝
宝
千
鶴
子

愛
読
の
本
を
ト
イ
レ
に
読
み
返
す
こ
れ
が
私
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム八

木　

勝
子

日
中
の
陽
射
し
強
く
て
眼
に
悪
し
帽
子
真
深
に
サ
ン
グ
ラ
ス
掛
く

山
元　

露
子

愛
車
駆
り
ミ
モ
ザ
並
木
を
降
り
抜
け
一
気
に
出
合
う
パ
ノ
ラ
マ
の
海八

木　

慶
子

華
や
ぎ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
入
り
た
る
心
地
に
見
上
ぐ
満
開
の
花立

住
喜
代
子

星
光
る
空
の
下
び
に
イ
ヌ
フ
グ
リ
咲
き
て
明
る
し
人
ら
の
声
も

森　

フ
サ
子

島
に
住
む
実
感
薄
き
春
の
夜
の
降
ち
に
霧
笛
う
ち
つ
け
に
鳴
る

や
ぎ
あ
き
ら

広報文芸
歌壇　小豆島
四月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

いとみち　３の糸　
廉　　恥
オール・ユー・ニード・イズ・ラブ
テンペスタ
真夜中の散歩道
いろは匂へど
風になった伝書猫
ロング・グッドバイ　東京篇
MONSTERZ
司法記者
瓶 の 中
人間らしくヘンテコでいい
絶対行きたい！日本の島旅
子どもをアウトドアでゲンキに育てる本
カンタン！野菜づくり100の基本
ときめく収納アイデアBOOK
“大人服”スタイル
体に効く！おいしい！おからレシピ
世界と闘うサムライブルーの必勝ごはん
高松すてきな雑貨屋さん＆カフェ　
るるぶ安曇野松本白馬 '15
まっぷる伊勢志摩 '15

越　谷　オサム
今 野　　 敏
小 路 幸 也
深　水　黎一郎
赤 川 次 郎
瀧 羽 麻 子
田 村　　 元
司 城 志 朗
渡 辺 雄 介
由 良 秀 之
高 峰 秀 子
鎌 田　　 實
加 藤 庸 二
小 学 館
ブティック社
主婦と生活社
主婦と生活社
井 原 裕 子
西　　 芳 照
Word　  i n c .

（幼児向き）
大きくなるってこんなこと！
へんし～んねずみくん
たがやせ！どじょうおじさん
トッキュウジャーかぞく
わんぱくだんのひみつきち

（児童向き）
りんごの花がさいていた
がっこうにヤギがきた！
ゆうとくんがいく
ワールドカップ
陰陽師はクリスチャン !?

（ティーンズ向き）
星空ロック
語りつぐ者
アヴェ・マリアのヴァイオリン
路上のストライカー
生命とは何だろう？小豆島句会

ロ
ケ
跡
の
花
は
二
代
目
童
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
砂　

松
韻

主
な
き
こ
と
も
知
ら
ず
の
燕
の
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

摂
良

山
の
寺
鐘
の
賑
は
ひ
白
遍
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
口　
　

勇

さ
え
ず
り
と
梅
一
輪
に
憩
ふ
朝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

如
風

ひ
た
す
ら
に
た
だ
散
る
の
み
の
花
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
岡　
　

稔

一
湾
の
景
見
渡
せ
り
花
ミ
モ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
本　
　

強

コ
ー
ヒ
ー
を
啜
る
窓
越
し
街
の
春　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

知
之

亀
鳴
く
や
天
守
を
欠
き
し
濠
端
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枝　

断
水

厨
か
ら
鼻
歌
流
る
る
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

雅
文

入
所
式
桜
吹
雪
を
通
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

忠
成

春
眠
の
猫
も
目
覚
め
て
欠
伸
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合　

一
訓

一
輪
の
牡
丹
の
映
え
て
古
陶
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
枝　

菊
雨

花
屑
を
掬
つ
て
ゆ
き
し
山
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

星
凜

水
湛
へ
煌
め
く
ダ
ム
湖
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
塚　

元
三

オリーブギャラリー6月の展示（オリーブナビ小豆島2階）

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容

6月1日㈰～6月15日㈰ 俳句合同作品展

今月のロビー展

映画会のお知らせ

行 事 名 日 　 時 対　象
論語を読む会
おはなしひとみ会
古文書講座
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「県庁おもてなし課」　有川　浩　著）
更級日記を読む会

７日 ㈯　
8日 ㈰　

15日 ㈰　
15日 ㈰　
15日 ㈰　

21日 ㈯　

10：00～12：00
14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00

14：00～16：00

一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

一　　　般

大人向け「アートに触れよう！」図書展
子供向け「雨の日を楽しもう！」図書展
6月29日㈰まで展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
6月より上映時間が14時からに変更しています。
6月28日㈯　14時から（大人向け）　「赤毛のアン」
6月29日㈰　14時から（子供向け）　「それいけ！アンパンマン　ばいきんまんの逆襲」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。大人向け映画はお子さま連れでも大丈夫です。

6月の行事予定
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「メンタルヘルス対策セミナー」「メンタルヘルス対策セミナー」
のお知らせのお知らせ

　町内や島内にお勤めの方ならびに事業主の方
を対象にした、健康管理についてのセミナーを
開催します。

日　時　５月30日㈮
　　　　15時～16時（受付：14時50分～）

場　所　小豆島ふるさと村
　ふるさと荘交流センター（国民宿舎小豆島横）

演　題　
　『メンタルヘルス対策による労災リスク管理』
　　～安全配慮義務と損害賠償について～

講　師　山 岡 正 義氏
　　　　特定社会保険労務士・経営コンサルタント
　　　　（パートナーコンサルタンツ代表）

参加料　無　料

申込先・主催　公益社団法人　小豆島法人会

共　催　小豆島税務関係団体連絡協議会

申込締切　５月28日㈬　

電話番号　62－4303
（小豆島法人会事務局）
※準備の都合上、締切日まで
にお申し込みください。

日
時　

６
月
28
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

自
分
で
ネ
イ
ル
の
お
手

入
れ

講
師　

橋
本　

亜
美
氏

定
員　

10
名

費
用　

１
，５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

申
込
締
切　

６
月
20
日
㈮

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

セ
ル
フ
ネ
イ
ル
教
室

セ
ル
フ
ネ
イ
ル
教
室

　

7
月
1
日
を
調
査
期
日
に
平

成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎

調
査
お
よ
び
平
成
26
年
商
業
統

計
調
査
を
、
一
体
的
に
実
施
し

ま
す
。

　

事
業
所
お
よ
び
企
業
の
従
業

者
数
や
売
上
高
、
経
営
形
態
な

ど
を
調
査
し
、
結
果
は
各
種
行

政
施
策
や
学
術
研
究
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
る
重
要

な
調
査
で
す
。

【
対
象
】

●
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査

　
　

全
産
業
分
野
の
経
済
活
動

を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
の

全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査

　
　

卸
売
業
・
小
売
業
に
属
す

る
全
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

◆
６
月
末
ま
で
に
調
査
員

が
、
町
内
各
事
業
所
・
企
業

を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布

し
、
７
月
上
旬
に
回
収
し
ま

す
。

　
　

支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業

に
は
、
国
か
ら
直
接
調
査
票

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
　

そ
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

回
答
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

全
て
の
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

全
て
の
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

◇
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査

　

お
よ
び
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査

　

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　四国新聞・橋元販売店から毎月１回本紙には
さんでお届けしている「an・Arch」が発行１周
年を記念し、取材でご縁のあった皆さんと地域
の皆さんをつなぐイベントを開催します。
日時　６月８日㈰　10時～15時
場所　香川県農協　苗羽支店　２階
内容　草壁保育園の園児によるオープニング
☆セレモニーのほか、夢島寿の会の絵手紙
教室・安田レディースあわじ会・三好京染
店・とりい寿司・木下良子さんのパッチ
ワーク教室が物品販売を実施。そして、小
学生や幼稚園の子どもたちの作品がさらに
会場を盛り上げてくれます。

　　　また、小豆警察署による交通安全教室と
パトカー・白バイ乗車体験も実施します。

問い合わせ先
　　　四国新聞橋元販売所　☎82－0149

an・Arch１周年記念イベントan・Arch１周年記念イベント
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し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

　

６
月
23
日
㈪
か
ら
29
日
㈰
ま

で
の
１
週
間
は
、「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
男
女
共
同
参

画
社
会
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
に
、
全
国
的
に
広
報
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
男
女
共
同
参

画
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
ま
す

か
？
「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け

れ
ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
」、「
女

性
の
社
会
で
の
活
躍
」
な
ど
…

な
か
に
は
「
女
性
を
優
遇
す
る

た
め
の
制
度
」
と
誤
っ
た
認
識

を
持
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
「
男
は

こ
う
あ
る
べ
き
」、「
女
は
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
や

イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
男
性
・
女
性
ど
ち
ら
も

が
個
性
や
能
力
を
適
材
適
所
で

活
か
せ
る
社
会
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

例
え
ば
、「
外
で
仕
事
を
す

る
よ
り
は
家
事
を
す
る
ほ
う
が

好
き
だ
し
得
意
」
と
感
じ
て
い

る
男
性
も
い
れ
ば
、「
家
事
は

苦
手
だ
け
れ
ど
、
仕
事
を
す
る

ほ
う
が
自
分
の
力
が
活
か
せ

る
」
と
感
じ
て
い
る
女
性
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
せ
っ
か
く

の
長
所
や
能
力
も
「
男
性
だ
か

ら
」、「
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
だ
け
で
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

生
き
方
が
決
め
つ
け
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
男
女
共
同
参
画
週
間

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
家

事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」
で
す
。

こ
れ
は
、
内
閣
府
が
、
男
性
が

も
っ
と
家
事
・
育
児
・
介
護
・

地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く
な
る

よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
、決
定
し
た
も
の
で
す
。

家
庭
で
、
男
性
も
家
事
や
育
児

を
行
う
こ
と
を
推
奨
す
る
言
葉

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
男
性
だ
か

ら
」、「
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が

仕
事
・
家
庭
・
地
域
な
ど
で
、

ど
の
よ
う
な
力
を
発
揮
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い

ま
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

人
権
対
策
課

　
☎
８
２
―
７
０
１
１

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
た
ち
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
、
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
法
務
局

な
ど
の
専
門
機
関
と
連
携
を
と

り
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
方
の

救
済
を
図
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
の
で
、
人
権
に
関
し

て
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　
【
人
権
相
談
の
具
体
例
】

　
・
離
婚
や
扶
養
、
相
続
な
ど
、

　

家
庭
内
で
問
題
が
起
こ
っ
た
。

　
・
不
当
に
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

た
り
、
差
別
的
扱
い
を
受
け

た
。

　
・
高
齢
者
、
子
ど
も
が
虐
待
を

受
け
て
い
る
。

　
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
て
い
る
。

　
・
近
隣
間
の
騒
音
、
悪
臭
、
ば

い
煙
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
悩
み
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
悩
み
。

　

平
成
25
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数

は
１
，５
０
０
件
を
超
え
、
県

内
で
も
14
件
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
エ
イ
ズ
の
発
症
を
抑
え

る
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。検
査
は
無
料
、

匿
名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

★
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

臨
時
検
査
日
★

①
6
月
2
日
㈪　

14
時
〜
16
時

②
６
月
3
日
㈫　

14
時
〜
16
時

場　

所　

小
豆
保
健
所
（
土
庄

町
渕
崎
甲
２
０
７
９
―
５
）

申
し
込
み　

検
査
を
受
け
る
に

は
事
前
に
電
話
予
約
が
必

要
で
す
。
下
記
連
絡
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

小
豆
保
健
所　

保
健

福
祉
課

　

☎
６
２
―
１
３
７
３

※
保
健
所
で
は
毎
月
第
4
火

曜
日
15
時
〜
16
時
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
及
び
肝
炎
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

66
月月
11
日
〜
日
〜
77
日
は
日
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す

四
国
一
斉
12
時
間
電
話
相
談

日
時　

６
月
３
日
㈫

　

９
時
〜
21
時

　

☎
０
１
２
０

　
　

―
４し
５こ
９く
―
７なや
３み
７なし

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全

国
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【平成26年度特設人権相談】

開　設　日 場　　　　所
６月３日㈫ 内 海 福 祉 会 館
９月４日㈭ 池田保健センター
11月６日㈭ 池田保健センター
12月３日㈬ 内 海 福 祉 会 館
１月８日㈭ 池田保健センター
２月４日㈬ 内 海 福 祉 会 館

　開設時間　10時～15時

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

６
月
１
日
は
『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
で
す
！
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Ⓒ2014「瀬戸内海賊物語」製作委員会

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

域のつながりでつくりあげた作品
映画「瀬戸内海賊物語」小豆島先行上映会

　5月10日・11日、土庄町中央公民館大ホールで
映画「瀬戸内海賊物語」の先行上映会が開催されま
した。
　10日の第1回目上映前には舞台挨拶が行われ、
大森研一監督、益田祐美子プロデューサー、女優の
柴田杏花さん、歌手の上野優華さんが、映画の見ど
ころ、撮影時のエピソード、撮影秘話など大変貴重
なお話を披露していました。
　5月24日からは香川、愛媛、徳島で先行公開さ
れ、5月31日に全国ロードショーとなります。
　見逃した方はぜひ映画館でご覧ください。

地

来の看護師
ふれあい看護体験

　5月17日、小豆島町立内海病院で「ふれあい看
護体験」が実施されました。
　平成6年から実施されているこの「ふれあい看護
体験」には、男女合わせて9名の高校生が参加し、
日常では体験できない医療現場の見学や、食事・入
浴介助などを患者さんとふれあいながら体感してい
ました。
　参加した高校生たちは皆、目を輝かせながら説明
を聞いたり、介助を行っていました。

未

　

小
豆
島
町
で
は
、
町
内
各
地

域
で
活
発
な
サ
ロ
ン
・
た
ま
り

場
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
村
地
区
の
中
条
「
生
き
が

い
・
健
康
づ
く
り
の
会
」（
会
長
：

藤
原
輝
之
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
は
、

健
康
体
操
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

朗
読
会
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
１
１
１

回
目
の
活
動
と
な
っ
た
4
月
24

日
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、「
参
加
し
て

い
る
と
、
励
み
に
な
り
元
気
が

出
て
く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

参
加
し
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

2014.6

１
１
１
回
目
を
迎
え
た
西
村
地
区
中
条

１
１
１
回
目
を
迎
え
た
西
村
地
区
中
条

「
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
会
」

「
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
会
」

　「自然の中での育児」「子供の力を信じて待つ保
育」について、一緒に感じてみませんか？子育て
真っ最中の方、保育・教育現場の方、年配の方、
１人でも多くの方に観ていただきたい作品です。
日時　６月８日㈰
　　　13時30分～15時30分（開場13時）
場所　サン・オリーブ大ホール
入場料　400円（中学生以下無料）前売り300円
☆託児あります（小学生以下）託児保険料100円
　定員15名要予約　
☆授乳、オムツ替えスペースあります
☆お子様連れ大歓迎！！
ご予約・お問い合わせ　内田　☎090－9819－0139
メール：shimashimayouchien@gmail.com
主催　小豆島自主保育サークル
　　　　海と山のしましまようちえん
後援　小豆島町教育委員会・土庄町教育委員会

鎌倉の里山が育てたこどもたちの記録映画鎌倉の里山が育てたこどもたちの記録映画
「さぁのはらへいこう」「さぁのはらへいこう」

～青空自主保育の3年間～　上映会～青空自主保育の3年間～　上映会

フラワーアレンジメントのようす
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本
年
５
月
上
旬
に
セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

小
豆
島
町
内
で
は
平
成
24
年
に

初
め
て
発
見
さ
れ
て
か
ら
24
例

目
で
す
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
突
か
れ

る
と
驚
い
て
死
ん
だ
マ
ネ
を
す

る
習
性
が
あ
り
、
攻
撃
性
も
無

く
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
が
、

毒
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
見

つ
け
て
も
絶
対
に
素
手
で
触
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
特
徴

　

成
体
の
メ
ス
は
約
10
〜
15
㎜

で
、
全
体
的
に
黒
色
ま
た
は
濃

い
褐
色
で
す
。
特
に
腹
部
の
背

の
部
分
に
赤
色
の
帯
状
の
模
様

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

成
体
の
オ
ス
は
メ
ス
よ
り
小

さ
く
約
3
〜
5
㎜
で
、
腹
部
の

背
の
部
分
に
白
い
斑
紋
が
あ
り

ま
す
。

生
息
場
所

　

次
の
よ
う
な
、
日
当
た
り
が

良
く
暖
か
い
と
こ
ろ
や
、
昆
虫

な
ど
の
餌
が
豊
富
な
と
こ
ろ
に

生
息
し
て
い
ま
す
。

＊
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

　

窪
み
や
穴

＊
排
水
溝
の
側
面
や
フ
タ
の
裏

　

側　
　
　
　
　
　
　

な
ど

駆
除
方
法
と
対
策

　

見
つ
け
た
ら
、
市
販
の
ピ
レ

ス
ロ
イ
ド
系
の
殺
虫
剤
を
か
け

る
か
、
靴
で
踏
み
つ
ぶ
し
て
駆

除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卵
嚢（
卵
の
入
っ
て
い
る
袋
）

は
殺
虫
剤
の
効
き
が
薄
い
た
め
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
却
し
て
く
だ

さ
い
。

咬
ま
れ
た
と
き
は

　

咬
ま
れ
た
と
き
は
針
で
刺
さ

れ
た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
そ

の
後
、咬
ま
れ
た
周
り
が
腫
れ
、

熱
く
な
り
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
全
身
に
広
が
り
ま
す
。
悪

化
す
る
と
、
四
肢
の
痛
み
や
腹

痛
、
痙
攣
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
で
治

療
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、
発
見
し
た
場
合
に
は

環
境
衛
生
課
（
☎
８
２
―
７
０

０
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

く
ら
し
の
情
報

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格　

①
助
産
師　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
助
産
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

②
看
護
師　
　
　
　

３
名
程
度

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

③
作
業
療
法
士　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
作
業
療
法
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年

に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合

格
す
る
見
込
み
の
方

④
言
語
聴
覚
士　
　

１
名
程
度

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
言
語
聴
覚
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年

に
実
施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合

格
す
る
見
込
み
の
方

⑤
臨
時
調
理
員　
　

１
名
程
度

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈭
〜

平
成
27
年
3
月
6
日
㈮

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
小

豆
島
町
に
勤
務
す
る
職
員
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格　

①
一
般
行
政
職
（
大
学
卒
）

３
名
程
度

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

②
建
築
事
務
職
（
大
学
卒
）

１
名
程
度

　

昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

し
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て
建

築
関
係
技
術
者
と
し
て
職
務
経

験
を
5
年
以
上
有
す
る
方

③
保
育
士
（
短
大
卒
）１

名
程
度

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教
諭
免
許

お
よ
び
保
育
士
資
格
取
得
者
、

ま
た
は
採
用
日
ま
で
に
両
資
格

を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

④
保
健
師
（
短
大
卒
）１

名
程
度

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
免

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
採
用

日
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
見

込
み
の
方

募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈭
〜

７
月
２
日
㈬

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

７
月
２
日
㈬

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必

着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
27
年
4
月
1
日
採
用
の

内
海
病
院
に
勤
務
す
る
職
員
を

予
定
人
数
に
達
す
る
ま
で
継
続

し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

6月
June

募
集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
島
町
職
員
募
集

内
海
病
院
職
員
募
集
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相
談

A
d
v
ice

　

７
月
25
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

６
月
22
日
㈰

　
　
　

９
時
〜
14
時

場
所　

オ
リ
ー
ブ
タ
ウ
ン

　
　
　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前

内
容　

地
場
物
産
品
が
大
集

合
！
子
供
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
！
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

る
ト
ラ
ッ
ク
市
（
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

土
庄
町
商
工
会
事
務
局

　

☎
６
２
―
０
４
２
７

日
時　

６
月
21
日
㈯

　

授
業
体
験

　
　
　

9
時
〜
12
時
30
分

　

講
演
会

　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

対
象　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

　

内
海
病
院

　

☎
８
２
―
２
１
２
２

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

　

７
月
25
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

  

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
介

護
老
人
保
健
施
設
に
勤
務
す
る

職
員
を
予
定
人
数
に
達
す
る
ま

で
継
続
し
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

●
看
護
師　
　
　
　

１
名
程
度

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
平
成
27
年
に
実

施
さ
れ
る
資
格
試
験
に
合
格
す

る
見
込
み
の
方

募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈭
〜

平
成
27
年
３
月
６
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
７
５
―
１
７
０
０

　

介
護
老
人
保
健
施
設

　

☎
８
２
―
７
０
３
１

応
募
用
紙
の
提
出
期
限
お
よ
び

提
出
場
所

護
者
、
教
職
員
等

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

香
川
県
立
聾
学
校

　
☎
０
８
７
―
８
６
５
―
４
４
９
２

日
時　

６
月
１
日
㈰

　
　
　

７
時
〜
８
時
30
分

内
容　

早
朝
ヨ
ー
ガ

場
所　

小
豆
島
町
ふ
る
さ
と
村

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
広
場

講
師　

藤
井
美
佐
子
先
生

準
備
物　

敷
物
（
バ
ス
タ
オ
ル

ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

池
田
公
民
館

　

☎
７
５
―
０
６
０
０

※
小
雨
決
行
（
悪
天
候
の
場
合

は
旧
池
田
中
学
校
体
育
館
）

日
時

　

①
６
月
13
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　

②
６
月
18
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所

　

①
内
海
庁
舎　

研
修
室

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

②
池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運

転
免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方

が
来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任

状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

日
時　

６
月
18
日
㈬

　
　
　

11
時
30
分
〜
15
時

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　
　
　

東
館
2
階
会
議
室

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
本
人

ま
た
は
そ
の
家
族

内
容　

就
職
の
個
別
相
談
・
応

募
書
類
の
確
認
等

担
当　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
員

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―
５
３

　

８
８

※
土
日
祝
日
は
休
館

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
小
豆
島
出
張
相
談
会

第
7
回
〝
小
豆
島
〞

「
青
空
ヨ
ー
ガ
の
集
い
」

～小豆島町社会福祉協議会
からのお知らせ～

　１年以上活動を続け
ている町内のボラン
ティアグループの皆さ
ん、小豆島町ボラン
ティア連絡協議会へ登
録しませんか？活動内
容によっては県からの
助成を受けられる場合
があります。

※詳しくは、お問い合わせください。
　小豆島町社会福祉協議会　☎82－5318

介
護
老
人
保
健
施
設
職
員
募
集

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

第
10
回
し
ょ
う
ど
し
ま

フ
レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア

香
川
県
立
聾
学
校

「
授
業
体
験
・
講
演
会
」 
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毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお伝えしてい
ます。6月は、小豆島ふるさと村 夏の楽しみ（前編・後編）、洞雲山の夏至観音、オリーブトップ
ワンプロジェクトなどの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

}

６月　くらしのカレンダー
1日 日
2日 月
3日 火 特設人権相談所　　10：00～15：00　　　　　内海福祉会館
4日 水
5日 木 1歳6か月健診　　 13：30～14：30受付

　（対象児：平成24年8月28日～11月20日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ
こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

6日 金
7日 土
8日 日
9日 月
10日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
11日 水
12日 木
13日 金
14日 土
15日 日
16日 月 骨粗しょう症検診　13：00～13：30　　　　　 草壁公民館
17日 火
18日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
19日 木 骨粗しょう症検診　13：00～13：30　　　　 内海福祉会館
20日 金 骨粗しょう症検診　13：00～13：30　　 イマージュセンター
21日 土
22日 日
23日 月
24日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター

行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室
25日 水 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成26年4月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

26日 木
27日 金
28日 土
29日 日
30日 月

町内の
【4月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 17 25
負 傷 者 4 17 34
死 亡 者 0 1 0

火　　災 2 4 4
救　　急 46 191 211

リサイクル情報
（4・5月受付分）

【求めます】
池田小学校制服　上下セット
　 （140㎝～150㎝）男子用
池田小学校制服・体操服
　上下セット160㎝以上（女子用）
電子ピアノ
子供用自転車　幼稚園（男児用）

無償

無償
無償
無償

（敬称略）寄　付みなさんからの

介護老人保健施設整備基金へ
　▷壺井　久子（安田）
内海病院整備基金へ
　▷壺井　久子（安田）

　▷野田　康治（東京都大田区）
　▷佐伯陽一郎（香川県高松市）
　▷宇佐美明日香（東京都江戸川区）

ふるさと納税（寄付）

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

子供用自転車、ベビーバス、踏み台、
手押し車、畳はリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。 

お買い物は
地元商店を
使いましょう

今月の納税

●町県民税
●国民健康保険税
●介護保険料

1期

納期限
6月30日㈪です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

}



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き

2014.6 24

４
月
11
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,271
7,203
8,068
6,615

人
人
人
世帯

（△14人）
（△6人）
（△8人）
（△35）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

竹
田　

直
也
・
智　

代

片

城

小
川　

達
雄
・　

典　

安

田

湊　
　
　

司
・
晴　

菜

福

田

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

木
村　

亨
78
本

人

池

田

山
口
ム
メ
ノ

94
本

人

蒲

生

後
藤　

柾
74
本

人

室

生

片
岡
靜
代
86
本

人

蒲

野

平
野
カ
ヲ
ル

109
本

人

西

村

山
脇
三
十
四

69
本

人

神
懸
通

大
下
一
孝
72
本

人
草
壁
本
町

隼　

望
子
80
洋

三

〃

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

八
木
奏そ

う

心ご

男
孝

裕

池

田

松
本
惇あ

つ

希き

男
考

史

〃

谷
口
智ち

咲さ

女
卓

也

〃

岡
本
桜さ

那な

男
充

広

室

生

宮
本
獅し

堂ど
う

男
成

勝
草
壁
本
町

真
鍋
汐し

お

音ね

女
龍

介

片

城

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
婚　

姻　

（
３
組
）

◎
死　

亡　

（
17
人
）

◎
出　

生　

（
６
人
）

森
鎌
昭
五 

84
本

人

片

城

デ
ニ
ス・ジ
ョ
セ
フ
ジ
ョ
ン

61
祥

子

木

庄

樋
元
啓
一
74
本

人

安

田

仲　

伸
之
81
本

人

〃

東
谷
ヤ
ヱ
子

84
本

人

〃

山
本
喜
久
美

68

昭

馬

木

川
﨑
朝
子
67
本

人

〃

佐
伯
喜
美
子

89
本

人

苗

羽

岡
下
一
美
67
本

人

福

田

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
今
月
号
よ
り
広
報
担

当
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　

取
材
を
し
て
い
る
と
、

生
ま
れ
育
っ
た
小
豆
島

に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
魅
力
が

発
見
で
き
、
日
々
感
動

の
連
続
で
す
。
こ
の
感
動
を
皆
様

に
も
お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
誌
面

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（５月１日現在（　）内は前月比）

　

お
陽
様
の
光
と
鳥
た
ち
の

声
。「
お
は
よ
う
。」
一
日
の
は

じ
ま
り
で
す
。

　

小
豆
島
へ
移
住
し
、
一
年
と

二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
一
年
間
、
沢
山
の

宝
物
が
増
え
ま
し
た
。

　

二
年
前
の
夏
、
息
子
と
一
緒

に
旅
行
で
訪
れ
た
時
の
ど
こ

か
懐
か
し
く
、
心
が
ザ
ワ
つ
い

た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
憶
え

て
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
小
豆

島
？
」
と
聞
か
れ
て
も
、
上
手

く
言
葉
に
出
来
な
か
っ
た
け

ど
、
た
だ
一
つ
だ
け
言
え
る
の

は
、「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
。」私
達
親
子
に
、

そ
れ
以
上
の
理
由
も
説
明
も
見

当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

暮
ら
し
始
め
て
感
じ
た
こ
と

は
、「
大
切
な
事
（
も
の
）
は
、

す
ぐ
側
で
、
あ
り
の
ま
ま
で
存

在
し
て
い
る
。」と
い
う
こ
と
。

色
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る

海
、
緑
豊
か
な
森
、
力
強
く
そ

び
え
た
つ
岩
山
、
野
に
咲
く
草

花
や
沢
山
の
オ
リ
ー
ブ
、湧
水
、

古
の
人
か
ら
守
り
継
が
れ
た
寺

院
、
そ
し
て
瞳
の
奥
が
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
て
優
し
い
笑
顔
の
島

の
人
た
ち
。
そ
の
一
つ
一

つ
は
、
こ
の
島
で
特
別
で

は
な
く
、
た
だ
そ
こ
に
在

り
、
私
達
人
間
や
、
こ
こ

に
い
る
全
て
の
生
命
を
受

け
入
れ
て
く
れ
て
る
様
に

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
仕
事
で
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
（
ア

ロ
マ
）
や
、
フ
ラ
ワ
ー
エ
ッ
セ

ン
ス
（
お
花
や
鉱
石
等
の
波
動

水
）
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
花
や
鉱
石
を
含
む
自
然
界
の

多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

主
張
し
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
お

互
い
の
違
い
を
喜
び
と
し
、
自

ら
の
役
割
を
生
き
、
活
か
さ
れ

る
こ
と
で
、
私
達
を
「
あ
り
の

ま
ま
で
生
き
る
」
素
晴
ら
し
さ

へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。「
あ

り
の
ま
ま
」
と
い
う
の
は
、
喜

怒
哀
楽
を
し
っ
か
り
と
体
感
、

体
験
し
、
ど
の
自
分
で
も
良
い

と
受
け
入
れ
る
こ
と
。
こ
の
島

の
存
在
達
は
、
そ
の
こ
と
を
優

し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
島
で

の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
こ
と

に
繋
が
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
家
族
や
大
切
な
人

達
の
笑
顔
に
も
繋
が
る
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
未
来
あ
る
子

ど
も
達
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
、

み
ん
な
違
っ
て
い
い
。
違
う
か

ら
こ
そ
分
か
ち
合
い
、
調
和
の

と
れ
た
世
界
を
創
っ
て
欲
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
沢
山
の

笑
顔
の
お
花
が
咲
き
ま
す
よ
う

に
。

　

感
謝

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
笑
顔
の
お
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
』

現
住
所　

安
田

武　

田　

京き
ょ
う　

子こ

さ
ん


